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(57)【要約】
【課題】使用時には、ストローによる飲食が可能で、し
かも、必要に応じて、容器本体から直接飲料を移し換え
ることができる、多機能な密封容器を提供することを目
的とする。
【解決手段】開口部を有する容器本体の、前記開口部の
口縁部に蓋材をシールしたシール部を有する密封容器に
おいて、前記蓋材は、下面にシール層を有する密封基材
、該密封基材の上面に設けた分離層を介して、保護層を
設けた構成で、前記シール層と口縁部の剥離強度を（ａ
）、シール部における密封基材と分離層の剥離強度を（
ｂ）、非シール部における分離層と密封基材の剥離強度
を（ｃ）、分離層の破壊強度を（ｄ）としたとき、（ｄ
）＜（ｂ）≦（ａ）、および（ｄ）＜（ｃ）≦（ａ）と
することにより解決した。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　開口部を有する容器本体の、前記開口部の口縁部に蓋材をシールしたシール部を有する
密封容器において、前記蓋材は、下面にシール層を有する密封基材、該密封基材の上面に
設けた分離層を介して、保護層を設けた構成で、前記シール層と口縁部の剥離強度を（ａ
）、シール部における密封基材と分離層の剥離強度を（ｂ）、非シール部における分離層
と密封基材の剥離強度を（ｃ）、分離層の破壊強度を（ｄ）としたとき、
　（ｄ）＜（ｂ）≦（ａ）、および（ｄ）＜（ｃ）≦（ａ）
であることを特徴とする密封容器。
【請求項２】
　前記密封基材は、ストローで突き刺し可能な材料から構成されていることを特徴とする
請求項１記載の密封容器。
【請求項３】
　前記密封基材は、ストロー突き刺し位置を設けたことを特徴とする請求項１または２に
記載の密封容器。
【請求項４】
　前記密封基材は、ストロー突き刺し不可能な材料からなり、前記材料のストロー突き刺
し位置を突き刺し可能な構造としたことを特徴とする請求項１記載の密封容器。
【請求項５】
　前記密封基材は、切り取り部を有することを特徴とする請求項１記載の密封容器。
【請求項６】
　前記密封基材の切り取り部の破断強度を（ｘ）、切り取り部と分離層との剥離強度を（
ｅ）としたとき、
　ｘ＜ｅ
であることを特徴とする、請求項５に記載の密封容器。
【請求項７】
　前記保護層は、紙基材を含む積層材料から構成されていることを特徴とする請求項１な
いし６のいずれかに記載の密封容器。
【請求項８】
　前記分離層と密封基材の剥離強度は、非シール部が、0.1～0.5N/15mm、シール部が0.5
～10N/15mm（Ｔ字剥離）であることを特徴とする請求項１ないし７のいずれかに記載の密
封容器。
【請求項９】
　前記シール層と口縁部の剥離強度が、２～３０N/15mm（Ｔ字剥離）の範囲であることを
特徴とする請求項１ないし８のいずれかに記載の密封容器。
【請求項１０】
　前記蓋材は、前記容器本体の底部形状に相似する形状の突出部を設けたことを特徴とす
る請求項１ないし９のいずれかに記載の密封容器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、コーヒー、ジュース、乳飲料等の飲料を充填した容器の、上部の開口部を蓋
材で密封して流通するカップ状の密封容器に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
コーヒー、ジュース、乳飲料等の飲料を充填した容器を密封、流通する密封容器として、
例えば、容器本体１の開口部２を、ストローが突き刺し可能な材料からなる蓋材３で密封
し、さらに前記蓋材を覆う成形された外蓋４を勘合した容器が広く用いられている。
前記密封容器を使用するには、外蓋４を取り外し、表出した蓋材３にストローを突き刺し
て飲食したり、他の容器に移し替えることができなかった。
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または、前記外蓋４にストローを通す穴を設け、この穴をガイドにして、前記蓋材４にス
トローを突き刺し、飲料を飲んでいた。
また、蓋材とは別に、プラスチック材料を成形した外蓋を用いているので、使用後、外蓋
の廃棄の問題があった。
このような課題を解決し、外蓋を設けず、予めストロー突き刺し部分を設けた蓋材を、前
記容器本体の口縁部に、前記蓋材をシールし、密封する。そして、使用時は、蓋材に設け
たストロー突き刺し部分に、ストローを突き刺し、使用することが多用されている（特許
文献１参照）。
前記のように蓋材に予め、ストロー突き刺し部分を設けた構成では、ストロー突き刺し部
分が露出しているため、保管、移動中にストロー突き刺し部分が外部と直接接触してしま
い、衛生上好ましくなかった。
また、ストローを突き刺し、使用する、単機能であるため、飲料を容器本体から取り出す
ことができなかった。
【特許文献１】特開平７－６１４９６号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　本発明は、１つの蓋材を用い、使用時には、ストローによる飲食が可能で、しかも、容
器本体から直接飲料を移し換えることができる、多機能な密封容器を提供することを目的
とする。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　請求項１に記載の発明は、開口部を有する容器本体の、前記開口部の口縁部に蓋材をシ
ールしたシール部を有する密封容器において、前記蓋材は、下面にシール層を有する密封
基材、該密封基材の上面に設けた分離層を介して、保護層を設けた構成で、前記シール層
と口縁部の剥離強度を（ａ）、シール部における密封基材と分離層の剥離強度を（ｂ）、
非シール部における分離層と密封基材の剥離強度を（ｃ）、分離層の破壊強度を（ｄ）と
したとき、
　（ｄ）＜（ｂ）≦（ａ）、および（ｄ）＜（ｃ）≦（ａ）
であることを特徴とする密封容器である。
【０００５】
　請求項２に記載の発明は、前記密封基材が、ストローで突き刺し可能な材料から構成さ
れていることを特徴とする請求項１記載の密封容器である。
【０００６】
　請求項３に記載の発明は、前記密封基材が、ストロー突き刺し位置を設けたことを特徴
とする請求項１または２に記載の密封容器である。
【０００７】
　請求項４に記載の発明は、前記密封基材が、ストロー突き刺し不可能な材料からなり、
前記材料のストロー突き刺し位置を突き刺し可能な構造としたことを特徴とする請求項１
記載の密封容器である。
【０００８】
　請求項５に記載の発明は、前記密封基材が、切り取り部を有することを特徴とする請求
項１記載の密封容器である。
【０００９】
　請求項６に記載の発明は、前記密封基材の切り取り部の破断強度を（ｘ）、切り取り部
と分離層との剥離強度を（ｅ）としたとき、
　ｘ＜ｅ
であることを特徴とする、請求項５に記載の密封容器である。
【００１０】
　請求項７に記載の発明は、前記保護層が、紙基材を含む積層材料から構成されているこ
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とを特徴とする請求項１ないし６のいずれかに記載の密封容器である。
【００１１】
　請求項８に記載の発明は、前記分離層と密封基材の剥離強度が、非シール部が、0.1～0
.5N/15mm、シール部が0.5～10N/15mm（Ｔ字剥離）であることを特徴とする請求項１ない
し７のいずれかに記載の密封容器である。
【００１２】
　請求項９に記載の発明は、前記前記シール層と口縁部の剥離強度が、２～３０N/15mm（
Ｔ字剥離）の範囲であることを特徴とする請求項１ないし８のいずれかに記載の密封容器
である。
【００１３】
　請求項１０に記載の発明は、前記蓋材が、前記容器本体の底部形状に相似する形状の突
出部を設けたことを特徴とする請求項１ないし９のいずれかに記載の密封容器である。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明は、開口部を有する容器本体の、前記開口部の口縁部に蓋材をシールしたシール
部を有する密封容器において、前記蓋材は、下面にシール層を有する密封基材、該密封基
材の上面に設けた分離層を介して、保護層を設けた構成で、前記シール層と口縁部の剥離
強度を（ａ）、シール部における密封基材と分離層の剥離強度を（ｂ）、非シール部にお
ける分離層と密封基材の剥離強度を（ｃ）、分離層の破壊強度を（ｄ）としたとき、
　（ｄ）＜（ｂ）≦（ａ）、および（ｄ）＜（ｃ）≦（ａ）
の関係を有するので、一方から剥離すると、保護層が分離層から剥離し、密封基材が表出
するので、該密封基材の表面からストローを突き刺し可能となる。
【００１５】
　また、他方から蓋材を剥離すると、蓋材全体が、容器本体の口縁部から剥離し、表出し
た開口部から内容物を飲食することが可能となる。
【００１６】
　また、蓋材のストロー突き刺し部分は、使用まで外気と直接接触しない構成となってお
り、衛生状好ましい。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１７】
　本発明は、例えば、図１に示すように、容器本体１０の開口部１１の口縁部１２に、蓋
材２０を密封シールした密封容器である。
【００１８】
　また、前記蓋材２０は、下面にシール層２１を有する密封基材２２、該密封基材２２の
上面に設けた分離層２３を介して、保護層２４を設けた積層構成である。
【００１９】
　また、同図に示すように、前記密封基材２２には、予め、切り取り部２８を設けた構成
としてもよい。
【００２０】
　このように、密封基材２２に切り取り部２８を設けた場合、該切り取り部２８の上面は
、分離層に密着して設けられた構成とする。
【００２１】
　また、前記蓋材２０の開封を容易にするため、前記蓋材２０の左右端にそれぞれ摘み部
３０、３１を設ける。
【００２２】
　さらに、前記蓋材２０に、分離層から保護層２４を剥離する側の摘み部３０に、下方か
ら分離層２３に達する切込み３３を設けることにより、開封を確実にすることができる。
【００２３】
　また、図２に示すように、図１に示した切り取り部を設けない構成としてもよい。
【００２４】
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　なお、図２の構成の蓋材２０の場合、ストロー突き刺し位置３６を設けることにより、
ストローを突き刺しやすい構成としてもよい。
【００２５】
　特に、密封基材２２が、そのままではストローを突き刺すことが困難な素材を用いた場
合、前記ストロー突き刺し位置３６を、突き刺しやすい構造とするのが好ましい。
【００２６】
　前記蓋材２０の層間の剥離強度、および蓋材のシール層２０と容器本体の口縁部１１と
の剥離強度の関係は、以下の関係とする。
【００２７】
　また、それぞれの層間の剥離強度は、以下に示す範囲が好ましい。しかし、この範囲に
限定されるものではない。
【００２８】
　前記シール層と口縁部の剥離強度を（ａ）、シール部における密封基材と分離層の剥離
強度を（ｂ）、非シール部における分離層と密封基材の剥離強度を（ｃ）、分離層の破壊
強度を（ｄ）としたとき、
　（ｄ）＜（ｂ）≦（ａ）、および（ｄ）＜（ｃ）≦（ａ）の関係とする。
【００２９】
　また、切り取り部３６がある構成では、前記密封基材２２の切り取り部３６の破断強度
を（ｘ）、切り取り部３６と保護層２４との剥離強度を（ｅ）としたとき、ｘ＜ｅの関係
とする。
【００３０】
　前記分離層２３と密封基材２２の剥離強度が、非シール部で、0.1～0.5N/15mm、シール
部で0.5～10N/15mm（Ｔ字剥離）であり、前記シール層２１と口縁部１１の剥離強度が、
２～３０N/15mm（Ｔ字剥離）の範囲とするのが好ましい。
【００３１】
　前記図１に示した密封容器を、摘み部３１から開封すると、図３に示すように、蓋材の
切り込み部３３が切断し、続いて、分離層２３で凝集破壊により切断し、そして、切り取
り部２８の位置で、この切り取り部２８は、分離層２３と一緒に持ち上げられ、密封基材
２２に、ストロー挿入口４０が形成される。
【００３２】
　また、摘み部３１から開封すると、図４に示すように、容器本体の口縁部１２と蓋材の
シール部２１間で剥離し、開口部１１が現出し、開封される。
【００３３】
　前記図２に示した密封容器を、摘み部３１から開封すると、図５に示すように、蓋材の
切り込み部３３が切断し、続いて、シール部の分離層２３部分で凝集破壊により切断し、
分離層２３の非シール部で、前記分離層と密封基材との境界で剥離が停止する。
【００３４】
　そして、ストローを密封基材２２に突き刺すことで飲食可能となる。
【００３５】
　なお、ストロー突き刺し位置２８が設けられている場合は、このストロー突き刺し位置
２８に、ストローを突き刺すことで飲食可能となる。
【００３６】
　また、摘み部３１から開封すると、図４と同様に、容器本体の口縁部１２と蓋材のシー
ル部２１間で剥離し、開口部１１が現出し、開封される。
【００３７】
　次に、本発明の密封容器に使用する材料について説明する。
【００３８】
　まず、容器本体１０は、上部に開口部１１を有し、この開口部１１の周囲に口縁部１２
を有する構造であれば使用可能である。
【００３９】
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　具体的には、プラスチック、紙とプラスチックとの複合材料、金属材料等目的に応じて
、選択使用することができる。
【００４０】
　また、蓋材２０を構成するシール層２１は、前記容器本体１０の口縁部１２に一定の強
度で接着するもので、具体的には、前記口縁部１２のシール面が、ポリエチレンからなる
場合、エチレン－酢酸ビニル共重合体、エチレン－アクリル酸共重合体等を用いることが
好ましい。
【００４１】
　また、密封部材２２は、目的に応じて選択すればよい。具体的には、アルミニウム箔、
アルミニウム箔とプラスチックフィルムとの複合材料、ポリエチレン／ポリエチレンテレ
フタレート／ポリエチレン、ポリエチレン／ナイロン等の複合フィルムが上げられる。
【００４２】
　前記分離層２３は、前記密封部材２２と保護部材２４との間に位置し、摘み部３０を用
いて、前記２つの部材を剥離し、前記密封部材が露出できる構成であればよい。具体的に
は、ポリプロピレン／低密度ポリエチレン／エチレン－プロピレン共押出しフィルム（３
０μｍ）
　保護層２４は、流通時、内容物を外力から保護することができ、しかも内容物の保存性
に優れた材料からなる。具体的には、アルミニウム蒸着ポリエチレンテレフタレートフィ
ルム／ナイロンフィルムの積層フィルム、酸化アルミニウム蒸着ポリエチレンテレフタレ
ート／ナイロンフィルムの積層フィルム、酸化アルミニウム蒸着ポリエチレンテレフタレ
ート／紙の積層フィルム等適宜使用することができる。
【実施例】
【００４３】
　（実施例１）
エチレン－酢酸ビニル共重合体（３０μｍ）からなるシール層上に、ポリエチレンテレフ
タレート（１２μｍ）／低密度ポリエチレン（１５μｍ）からなる密封基材を設け、さら
に、ポリプロピレン／低密度ポリエチレン／エチレン－プロピレンゴムを７０／２５／２
（重量比）で配合した、厚さが３０μｍからなる分離層を設けた。
該分離層を介して、ポリエチレンテレフタレートフィルムに酸化アルミニウム蒸着層を設
けた蒸着フィルム（１２μｍ）とナイロンフィルム（１５μｍ）からなる保護層を積層し
、両側に摘み部を設けた蓋材を製造した。なお、一方の摘み部には、下方のシール層側か
ら分離層に達する切込みを設けた。
また、蓋材に、下方のシール層側から分離層に達する切込みにより形成した切り取り部を
設けた。
ここで、容器本体は、内外面が低密度ポリエチレン、中間に紙層／ポリエチレンテレフタ
レート／アルミニウム箔の積層材料を有する紙製容器を使用した。
前記容器本体に、８０℃のオレンジジュース２４０ｍｌ充填し、前記蓋材を、容器本体の
口縁部に重ね、加熱加圧し、密封した。
【００４４】
　前記密封容器の蓋材の摘み部を上方へ引き上げたところ、密封基材に設けた切り取り部
が、蓋材と一緒に切り取られ、ストロー穴を形成することができた。
【００４５】
　上記容器の密封性、開封性、保存性のテストを行った。その結果を表１に示す。
【００４６】
　（実施例２）
エチレン－酢酸ビニル共重合体（３０μｍ）からなるシール層上に、アルミニウム箔（９
μｍ）／低密度ポリエチレン（１５μｍ）からなる密封基材を設け、さらに、ポリプロピ
レン／低密度ポリエチレンを９０／１０（重量比）で配合したフィルム（３０μｍ）から
なる分離層を設けた。
該分離層を介して、ポリエチレンテレフタレートフィルムにアルミナ蒸着層を設けた蒸着
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フィルム（１２μｍ）と紙（５０ｇ／ｍ２）からなる保護層を積層し、両側に摘み部を設
けた蓋材を製造した。なお、一方の摘み部には、下方のシール層側から分離層に達する切
込みを設けた。
ここで、容器本体は、内外面が低密度ポリエチレン、中間に紙層／ポリエチレンテレフタ
レート／アルミニウム箔の積層材料を有する紙製容器を使用した。
前記容器本体に、８０℃のオレンジジュース２４０ｍｌ充填し、前記蓋材を、容器本体の
口縁部に重ね、加熱加圧し、密封した。
【００４７】
　前記密封容器の蓋材の摘み部を上方へ引き上げたところ、密封基材の表面が露出した。
【００４８】
　上記容器の密封性、開封性、保存性のテストを行った。その結果を表１に示す。
【００４９】
　（実施例３）
エチレン－酢酸ビニル共重合体（３０μｍ）からなるシール層上に、低密度ポリエチレン
（１５μｍ）／ポリエチレンテレフタレート（１２μｍ）からなる密封基材を設け、さら
に、ポリプロピレン／低密度ポリエチレンを９５／５（重量比）で配合したフィルム（３
０μｍ）からなる分離層を設けた。
該分離層を介して、ポリエチレンテレフタレートフィルムにアルミナ蒸着層を設けた蒸着
フィルム（１２μｍ）とナイロンフィルム（１５μｍ）からなる保護層を積層し、両側に
摘み部を設けた蓋材を製造した。なお、一方の摘み部には、下方のシール層側から分離層
に達する切込みを設けた。
また、密封基材を形成するポリエチレンテレフタレートフィルムは、予め微細孔を設けた
フィルムを用いた。
下方のシール層側から分離層に達する切込みを設け前記容器本体に、８０℃のオレンジジ
ュース２４０ｍｌ充填し、前記蓋材を、容器本体の口縁部に重ね、加熱加圧し、密封した
。
【００５０】
　前記密封容器の蓋材の摘み部を上方へ引き上げたところ、密封基材表面が露出した。
【００５１】
　上記容器の密封性、開封性、保存性のテストを行った。その結果を表１に示す。
【００５２】
　（実施例４）
エチレン－酢酸ビニル共重合体（３０μｍ）からなるシール層上に、低密度ポリエチレン
（１５μｍ）／ポリエチレンテレフタレート（１２μｍ）からなる密封基材を設け、さら
に、ポリエチレン系のシールラッカー層（５μｍ）からなる分離層を設けた。
該分離層を介してポリエチレンテレフタレートフィルムにアルミナ蒸着層を設けた蒸着フ
ィルム（１２μｍ）とナイロンフィルム（１５μｍ）からなる保護層を積層し、両側に摘
み部を設けた蓋材を製造した。なお、一方の摘み部には、下方のシール層側から分離層に
達する切込みを設けた。
また、下方のシール層側から分離層に達する切込みにより形成した切り取り部を設けた。
前記容器本体に、８０℃のオレンジジュース２４０ｍｌ充填し、前記蓋材を、容器本体の
口縁部に重ね、加熱加圧し、密封した。
【００５３】
　前記密封容器の蓋材の摘み部を上方へ引き上げたところ、密封基材に設けた切り取り部
が、蓋材と一緒に切り取られ、ストロー穴を形成することができた。
【００５４】
　上記容器の密封性、開封性、保存性のテストを行った。その結果を表１に示す。
【００５５】
　（比較例１）
エチレン－酢酸ビニル共重合体（３０μｍ）からなるシール層上に、低密度ポリエチレン
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（１５μｍ）／ポリエチレンテレフタレート（１２μｍ）からなる密封基材を設け、さら
に、ポリプロピレン／低密度ポリエチレン／エチレン－プロピレンゴムを７０／２５／２
（重量比）で配合した、厚さが３０μｍからなる分離層を設けた。　該分離層を介して、
アルミニウム箔（２５μｍ）からなる保護層を積層し、両側に摘み部を設けた蓋材を製造
した。なお、一方の摘み部には、下方のシール層側から分離層に達する切込みを設けた。
また、下方のシール層側から分離層に達する切込みにより形成した切り取り部を設けた。
前記容器本体に、８０℃のオレンジジュース２４０ｍｌ充填し、前記蓋材を、容器本体の
口縁部に重ね、加熱加圧し、密封した。
【００５６】
　前記密封容器は、リークがなかったが、輸送評価を行ったところ、蓋材に損傷が発生し
た。
【００５７】
　上記容器の密封性、開封性、保存性のテストを行った。その結果を表１に示す。
【００５８】
　（比較例２）
エチレン－酢酸ビニル共重合体（３０μｍ）からなるシール層上に、低密度ポリエチレン
（１５μｍ）／ポリエチレンテレフタレート（１２μｍ）／低密度ポリエチレン（３０μ
ｍ）からなる密封基材を設け、さらに、ポリエチレン系のシールラッカー層（５μｍ）か
らなる分離層を設けた。
該分離層を介して、アルミニウム箔（２５μｍ）／ポリエチレンフィルム（１５μｍ）か
らなる保護層を積層し、両側に摘み部を設けた蓋材を製造した。なお、一方の摘み部には
、下方のシール層側から分離層に達する切込みを設けた。
前記容器本体に、８０℃のオレンジジュース２４０ｍｌ充填し、前記蓋材を、容器本体の
口縁部に重ね、加熱加圧し、密封した。
【００５９】
　前記密封容器は、リークが発生し、密封性が不十分であった。
【００６０】
　上記容器の密封性、開封性、保存性のテストを行った。その結果を表１に示す。
【００６１】
　（比較例３）
エチレン－酢酸ビニル共重合体（３０μｍ）からなるシール層上に、低密度ポリエチレン
（１５μｍ）からなる密封基材を設け、さらに、ポリプロピレン／低密度ポリエチレン／
エチレン－プロピレンゴムを７０／２５／２（重量比）で配合した、厚さが３０μｍから
なる分離層を設けた。
該分離層を介してポリエチレンテレフタレートフィルムにアルミナ蒸着層を設けた蒸着フ
ィルム（１２μｍ）とナイロンフィルム（１５μｍ）からなる保護層を積層し、両側に摘
み部を設けた蓋材を製造した。なお、一方の摘み部には、下方のシール層側から分離層に
達する切込みを設けた。
また、下方のシール層側から分離層に達する切込みにより形成した切り取り部を設けた。
前記容器本体に、８０℃のオレンジジュース２４０ｍｌ充填し、前記蓋材を、容器本体の
口縁部に重ね、加熱加圧し、密封した。
【００６２】
　前記密封容器の蓋材の摘み部を上方へ引き上げたところ、密封基材に設けた切り取り部
が、蓋材と一緒に切り取られず、所定のストロー穴を形成することができなかった。
【００６３】
　上記容器の密封性、開封性、保存性のテストを行った。その結果を表１に示す。
【００６４】
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【表１】

　本発明の密封容器の、密封性確認、輸送性評価、剥離性評価について説明する。
（１）密封性確認
冷却後の充填品の密封性を確認した。リーク品なければ○と表記した。
密封性評価
（２）輸送評価
　プラスチック製の通い箱にダース詰めし、JISの輸送試験に準拠した振動を与えた後、
蓋材の損傷が発生しないサンプルを○と表記した。
（３）剥離評価
蓋材の摘み部を上方に持ち上げて、分離層以上の層が適切な剥離強度で剥離可能で、容器
に残った基材層にストロー穴が開く、もしくはストロー突刺し可能なサンプルを○と表記
した。
【００６５】
　なお、密封性、輸送性、剥離性の順にテストを行い、そのテストで不良の評価が出た場
合は、次のテストは実施しなかった。
また、密封基材に、貫通する深さで設けた切れ目からなる切り取り部を設けておくことで
、開封と同時にストロー穴、飲み口などを設けることができる。
蓋材の両側に摘み部を設けることにより、ストローによる吸引と、容器本体から直接飲む
手法を選択できる。
分離層の樹脂構成を限定することにより、シール部と非シール部の剥離強度差を設け、流
通時の内容物流出を防ぐことができる。
また、分離層に凝集破壊痕跡が残るため、いたずら防止機能も付加することができる。
【図面の簡単な説明】
【００６６】
【図１】本発明の一実施形態を示す断面説明図である。
【図２】本発明の他の実施形態を示す断面説明図である。
【図３】図１に示した密封容器を摘み部３０側から開封した状態を示す断面説明図である
。
【図４】図１に示した密封容器を摘み部３１側から開封した状態を示す断面説明図である
。
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【図５】図２に示した密封容器を摘み部３０側から開封した状態を示す断面説明図である
。
【符号の説明】
【００６７】
１０・・・容器本体　　　　　　１１・・・開口部　　　　　　　１２・・・口縁部
２０・・・蓋材　　　　　　　　２１・・・密封シール部　　　　２２・・・密封基材
２３・・・分離層　　　　　　　２４・・・保護層　　　　　　　２８・・・切り取り部
３０、３１・・・摘み部　　　　３３・・・切込み部　　　　　　３６・・突き刺し位置

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】
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